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グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
深
化
に
対
応
す
る
た
め
、

多
く
の
日
本
企
業
が
財
務
イ
ン
フ
ラ
の
強
化
を
認
識
し
て

い
る
が
、実
態
と
し
て
そ
の
取
り
組
み
は
進
ん
で
い
な
い
。

一
方
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業
展
開
し
て
い
る
欧
米
企
業
は
、

資
金
の
み
な
ら
ず
為
替
、税
務
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
た

グ
ル
ー
プ
財
務
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
、企
業
の
最
重
要
資

源
の
一
つ
で
あ
る「
資
金
」の
効
率
性
を
グ
ル
ー
プ
全
体
で

最
大
化
す
る
ス
キ
ー
ム
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

企
業
は
、企
業
戦
略
お
よ
び
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
に
よ
る

改
善
余
地
把
握
に
基
づ
い
て
将
来
の
財
務
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
お
よ
び
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
描
き
、段
階
的
に
財
務
イ

ン
フ
ラ
を
強
化・改
善
し
て
き
て
い
る
。

財
務
ポ
リ
シ
ー
や
ル
ー
ル
の
徹
底
、組
織
体
制・バ
ン
キ
ン

グ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
最
適
化
、業
務
プ
ロ
セ
ス
の
標
準
化・集

約
化
、情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
自
動
化
推
進・Ｓ
Ｔ
Ｐ
化

（Straight-Through Processing

）、人
材
育
成
な
ど
の
財

務
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
、グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ッ
シ
ュ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
仕
組
み
を
確
立
し
、有
効
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
が
各
社
取
組
事
例
か
ら
伺
え
る
。
資
本
市

場
の
生
い
立
ち
が
異
な
る
た
め
、欧
米
企
業
の
や
り
方
を
闇

雲
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、優
れ
た
と
こ
ろ
を

自
社
に
合
っ
た
形
で
導
入
し
、競
争
力
を
高
め
て
い
く
こ
と

は
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ッ

シ
ュ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
先
進
企
業
の
取
り

組
み
を
ご
紹
介
し
た
い
。

将
来
の
あ
り
姿
を
描
い
て
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
落
し
込
む

Ａ
社
は
売
上
高
約
六
〇
〇
〇
億
円
で
世
界
各
地
に
製
造

販
売
拠
点
を
持
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
製
造
業
で
あ
る
。
Ｍ
＆
Ａ

を
活
用
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業
拡
大
す
る
過
程
で
組

織・業
務
プ
ロ
セ
ス・シ
ス
テ
ム
が
複
雑
化
し
て
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
が
活
か
せ
て
い
な
い
点
、複
雑
化
し
た
プ
ロ
セ
ス

や
シ
ス
テ
ム
を
人
が
手
で
繋
ぐ
こ
と
に
よ
る
資
金
情
報
の

正
確
性・適
時
性
欠
如
が
、地
域
に
偏
在
す
る
資
金
の
有

効
活
用
や
運
転
資
金
利
益
率
向
上
の
足
枷
に
な
っ
て
い

た
。
そ
こ
で
Ａ
社
は
財
務
戦
略
を
踏
ま
え
て
将
来
の
財
務

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
描
き
、①
財
務
組

織
の
役
割・責
任
の
見
直
し
、②
Ｓ
Ｓ
Ｃ
活
用
、③
イ
ン
ハ

ウ
ス
バ
ン
ク
移
設
、④
バ
ン
キ
ン
グ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
合
理

化
、⑤
財
務
シ
ス
テ
ム（
Ｔ
Ｍ
Ｓ
）再
構
築
と
い
う
五
つ
の

施
策
を
実
施
し
た
。

ま
ず
、財
務
組
織
の
役
割・責
任
を
分
類・集
約
化
し
た
。

ポ
リ
シ
ー
改
廃
や
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
等
を
担
当

す
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
セ
ン
タ
ー（
米
国
）」、ポ

リ
シ
ー
に
基
づ
い
た
日
々
の
資
金
繰
り
実
施
や
地
域
事
業

ユ
ニ
ッ
ト
財
務
支
援
窓
口
等
を
担
当
す
る「
地
域
ト
レ
ジ
ャ

リ
ー
セ
ン
タ
ー（
中
国・ド
イ
ツ
）」、そ
し
て
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ

ナ
ル
な
財
務
業
務
を
担
当
す
る「
シ
ェ
ア
ド
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー（
以
下
Ｓ
Ｓ
Ｃ
／
ハ
ン
ガ
リ
ー
）」の
三
つ
で
あ
る
。
判

断
を
伴
わ
な
い
財
務
業
務
を
Ｓ
Ｓ
Ｃ
に
集
約
す
る
こ
と
で
、

コ
ス
ト
削
減
の
み
な
ら
ず
、統
制
強
化
、業
務
標
準
化
を
推

進
し
た
。
イ
ン
ハ
ウ
ス
バ
ン
ク
は
税
務
最
適
化
を
目
的
に
ル

ク
セ
ン
ブ
ル
グ
に
移
設
し
た
。
ま
た
、グ
ル
ー
プ
各
社
取
引

銀
行
口
座
の
棚
卸
を
し
た
上
で
取
引
銀
行
を
コ
ス
ト
総
額

／
与
信
枠
の
二
軸
で
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
し
て
バ
ン
ク
キ
ン
グ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
合
理
化
を
推
進
し
た
。
バ
ン
キ
ン
グ
ス
ト

ラ
ク
チ
ャ
ー
は
Ｍ
＆
Ａ
を
繰
り
返
す
中
で
、五
五
銀
行
、

六
〇
〇
口
座
、五
五
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
バ
ン
キ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
な
ど
複
雑
化
し
て
い
た
た
め
、Ｒ
Ｆ
Ｐ（
提
案
依
頼
）プ
ロ

セ
ス
を
経
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
バ
ン
ク
を
複
数
行

選
定
し
、口
座
数
も
半
減
さ
せ
て
簡
素
化
し
た
。

そ
し
て
、新
た
な
バ
ン
キ
ン
グ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
事
業

活
動
に
伴
う
資
金
流
を
繋
ぎ
、財
務
プ
ロ
セ
ス
を
一
気
通
貫

で
自
動
化
す
る
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
欠
か
せ
な
い
の
が
財

務
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
Ａ
社
は
、フ
ェ
ー
ズ
１
、フ
ェ
ー
ズ
２

と
二
ス
テ
ッ
プ
に
分
け
て
財
務
シ
ス
テ
ム（
図
参
照
）の
再
構

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ッ
シ
ュ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

取
組
事
例
か
ら
の
示
唆

中
野
浩
志

Ｓ
Ａ
Ｐ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

早
稲
田
大
学
大
学
院
非
常
勤
講
師

日
本
Ｃ
Ｆ
Ｏ
協
会
主
任
研
究
委
員

米
国
公
認
会
計
士  

公
認
内
部
監
査
人



統合プラットフォーム

マスターデータ管理

業務プロセス

異なるシステム・組織を横断して業務プロセスの一貫化

統制を
埋め込む

事業軸

事業管理視点

全事業

事業（開示）

全会社

制度

制度

金融サービス 
プロバイダー

グループ共通財務システム（ERP財務モジュール＊1）

＊1：事業キャッシュフロー全体を最適化する思想のもと、上記以外に、与信管理（商取引）、WEB請求、回収・クレーム管理を標準機能として提供
＊2：キャッシュマネジメント銀行のプーリングサービスを利用

グループ企業
A

グループ企業
B

グループ企業
C

トレジャリー
 センター

SSC

インハウス
バンク

銀行A

資金管理
口座残高／入出金予定管
理（ERP内にある受発注・
債権債務および財務取引
データより将来入出金予
定を自動補足）

財務取引管理

STP（Straight Through Processing）

投融資・資金調達・デリバティブ等金融商品取引管理・
ポジション管理、バックオフィス、 会計処理（時価評価。
経過利息自動計算、複数会計基準対応等）

市場／信用リスク管理
・ヘッジ管理
・NPV、VaR等リスク分析 
・取引先／金融商品／地
域別限度設定/利用額
管理

マーケットデータ オンライントレード オンライントレード

金融サービス 
プロバイダー

金融サービス 
プロバイダー

約定 決済 会計 レポート

社内銀行

銀行コミュニケーション

利息設定・計算、限度枠、取引報告書作成等

ネッティング・支払代行・回収代行
内部口座
A社

内部口座
B社

内部口座
C社

銀行B

銀行C

銀行×××

銀
行
A

支
払
依
頼

 銀行
報
告
書

 コン
フ
ァ
メ
ー
シ
ョ
ン

 ロッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
デ
ー
タ
等

Swift.
Net

グループ企業
×××

内部口座
×××

＊2
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築
を
実
施
し
た
。
財
務
シ
ス
テ
ム
は
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
バ
ン
ク
が
提
供
す
る
プ
ー
リ
ン
グ
、同
社
基
幹
シ
ス

テ
ム（
Ｅ
Ｒ
Ｐ
）財
務
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
提
供
す
る
資
金
管
理
、

社
内
銀
行
、投
融
資・資
金
調
達
管
理
、市
場
／
信
用
リ
ス

ク
管
理
、バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
／
会
計
処
理
の
各
機
能
か
ら
構

成
さ
れ
、グ
ル
ー
プ
共
通
財
務
シ
ス
テ
ム
と
し
て
各
ト
レ

ジ
ャ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
、Ｓ
Ｓ
Ｃ
、イ
ン
ハ
ウ
ス
バ
ン
ク
で
利
用

さ
れ
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
利
用
を
通
し
て
ポ
リ
シ
ー
に
準
拠

し
た
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
定
着
化
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、手

集
計
な
し
に
同
じ
プ
ロ
セ
ス
、同
じ
粒
度
の
均
質
性
の
あ
る

資
金
情
報
を
グ
ル
ー
プ
全
体
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、地
域
横
断
で
の
資
金
有
効
活
用
お
よ
び
運

転
資
金
利
益
率
改
善
に
寄
与
し
て
い
る
。

事
業
組
織
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
に
な
る

Ｂ
社
は
売
上
高
約
五
兆
円
、世
界
一
五
〇
ヵ
国
に
事
業

展
開
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
製
造
業
で
、優
れ
た
財
務
組
織
に

送
ら
れ
るA

dam
 Sm

ith A
w

ard

受
賞
企
業
で
も
あ
る
。

ス
イ
ス
に
あ
る
財
務
本
社
は
、事
業
組
織
の
良
き
パ
ー
ト

ナ
で
あ
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
て
銀
行
関
係
管
理
、

投
融
資
資
金
調
達
、資
金
／
金
利
／
外
国
為
替
管
理
を
実

施
す
る
の
み
な
ら
ず
、グ
ル
ー
プ
関
係
会
社
に
幅
広
い
イ

ン
ハ
ウ
ス
バ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
同
社
は

バ
ン
キ
ン
グ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
合
理
化
か
ら
始
ま
り
、グ

ル
ー
プ
内
債
権
債
務
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、グ
ル
ー
プ
内
為
替

予
約
、支
払
代
行
、金
融
機
関
と
の
取
引
デ
ー
タ
受
送
信

一
元
管
理
な
ど
段
階
的
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
範
囲
を
広
げ
、

現
在
グ
ル
ー
プ
企
業
約
一
七
〇
社（
四
五
通
貨
）に
イ
ン
ハ

ウ
ス
バ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
例
え
ば
、グ

ル
ー
プ
企
業
と
金
融
機
関
と
の
電
子
デ
ー
タ
受
送
信
は
財

務
本
社
が
一
手
に
担
い
、
煩
雑
な
金
融
機
関
と
の
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
構
築・メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
か
ら
グ
ル
ー
プ

企
業
を
解
放
し
て
い
る
。
各
拠
点
金
融
機
関
か
ら
の
入
金

情
報
は
財
務
本
社
に
集
約
後
グ
ル
ー
プ
企
業
へ
配
信
し
、

グ
ル
ー
プ
企
業
か
ら
の
支
払
依
頼
も
財
務
本
社
に
集
約
し

て
グ
ル
ー
プ
内
な
ら
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、グ
ル
ー
プ
外
な
ら
最

も
合
理
的
な
方
法（
外
国
送
金
の
内
国
送
金
化
等
）で
支

払
代
行
す
る
と
い
う
具
合
だ
。

こ
れ
ら
の
取
引
は
財
務
シ
ス
テ
ム
の
各
社
内
部
口
座
に

記
帳
さ
れ
、日
々
の
貸
借
残
高（
起
算
日
ベ
ー
ス
）に
対
し

て
利
息
計
算
が
行
わ
れ
る
。
財
務
本
社
に
集
約
さ
れ
た
グ

ロ
ー
バ
ル
支
払
情
報
は
、輸
出
決
済
チ
ー
ム
が
輸
出
禁
止

取
引
先
に
関
す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
に
使
う
な

ど
組
織
横
断
で
の
活
用
が
図
ら
れ
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
内

為
替
予
約
サ
ー
ビ
ス
は
年
間
九
万
件
利
用
さ
れ
て
お
り
、

ロ
ー
カ
ル
企
業
か
ら
為
替
リ
ス
ク
と
外
部
金
融
機
関
と
の

Ｆ
Ｘ
取
引
を
解
放
し
て
い
る
。
ま
た
、あ
る
グ
ル
ー
プ
企
業

の
ロ
ー
カ
ル
取
引
銀
行
が
三
ヵ
月
後
閉
鎖
さ
れ
る
と
い
う

緊
急
事
態
時
に
は
、財
務
本
社
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
バ
ン
ク
と
財
務
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
資
金
決
済
ス

キ
ー
ム
を
迅
速
に
提
供
し
、ロ
ー
カ
ル
企
業
の
事
業
継
続
を

支
え
た
。
同
社
の
イ
ン
ハ
ウ
ス
バ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る

財
務
シ
ス
テ
ム
は
Ａ
社
同
様
Ｅ
Ｒ
Ｐ
財
務
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
利

用
し
て
お
り
、シ
ス
テ
ム
構
成
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

資
金
情
報
の
見
え
る
化
が
第
一
歩

Ａ
社
、Ｂ
社
と
も
財
務
本
社
が
中
心
と
な
り
、各
社
の
資

金
ポ
ジ
シ
ョ
ン
お
よ
び
入
出
金
予
定
を
把
握
し
て
グ
ル
ー
プ

内
の
資
金
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
グ
ル
ー
プ
全
体
の

借
入
や
資
金
決
済
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
最
小
化
し
、資
金
を

集
約・循
環
す
る
上
で
発
生
す
る「
為
替
」や「
税
務
」も
最

適
化
す
る
財
務
イ
ン
フ
ラ
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
一
方
、日

本
で
は
グ
ル
ー
プ
企
業
の
手
元
資
金
と
将
来
の
入
出
金
予

定
と
い
う
基
本
的
な
資
金
情
報
が
本
社
側
で
見
え
て
い
な

い
企
業
が
多
い
。「
資
金
情
報
の
見
え
る
化
」が
な
け
れ
ば
、

そ
の
先
の
財
務
施
策
も
覚
束
な
い
。
財
務
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
は
描
き
な
が
ら
も
、ま
ず
は
グ
ル
ー
プ
企
業
の
資
金
決

済
流
や
口
座
を
把
握
し
、誰
が
、何
の
情
報
を
、い
つ
、何
を

判
断
す
る
た
め
に
見
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
、見
え
る
化
要

件
を
整
理
し
た
上
で
そ
の
実
現
方
法
の
検
討
を
急
ぐ
必
要

が
あ
る
。
企
業
と
し
て
本
質
的
に
最
も
重
要
な
資
金
に
係

る
取
り
組
み
が
進
み
、グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
競
争
力
強
化

に
寄
与
で
き
る
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
現
す
る
企
業
が

日
本
で
も
増
え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

●財務システム（Treasury Management System)


